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年中行事化のマイナス

自何

ボ以サミッ
トが
終わ
り 、
各凶行脳は 、
そ

れぞれ
の凶
の内政に尚び臼
ラ同
かいはじめ

ている
。一九七五印

の釦．
M
サミッ
ト
以

米 、
す
でに＋二

一削串屯ね
たが、
今川ほ
ど内

外
の性問が
策まっ
たことはな
かっ
たのでは

はい
か
。同際テロ
リズムや円向問阻に
兄ら

れる

川際純

済動川へ
の対応が附阿
の
郎副だ

勺
たから

である
。その

収時
では、v」
の
よう

恥川

際問雌に
たいし
て、
内側

民地凶行
悩が

寄留菅_.,,-宅，ー－－ 
a・d’司，－金曜日

回
世に会レ
て共通路摘
を深め、

同際協制
の

ために
勿山すること
を腿
め
あっ
たこ
と
内

体 、
ガミッ
ト
の大

虐な成
以とし
て向く
抑仙

され
ねばな
らない 。

とくに、
回十品川民にとっ
ては 、
円高と
か

創

刊謂雌慣といっ
ても一
般にはな
かな
か開削

レにくい
顕
であるだけに、
自
の奪え
で、

こ
の
よ差

問闘が
厳し
く論じられ

る器
を

いれ
間見
ただけ
でも、
同

開締軒や同

開放的に

たいす

る活きたレッ
スンとなり 、

川開化時

代
の

本格的な到来を肌

で感ずる
のに大いに

役立っ
たのではな
かろ
うか
。

サミッ
トがこれほ
Y這
裂な意味をもつよ

うになっ

蒜般には、
各国
の
毒
毒
事

心に

成り立っ
て告
た従来
の同開
関係が 、
い

ま
や相互
依存

岸国際協制
をぬきにし
ては成

り立
たなくなっ
てきてい
争Cいう凶際
関係

の俄能的
かつ

構泊的な変化が板本に
あるこ

とはい－
2草
でもない
。それだけに、

サミッ

ト
のmm
たす歴史的な
役割はきわめて大きい

といえよ
っ
。

にも
かかわ
内ず、
私は 、
今
後も毎年毎年

こ
のよ
弓ゑサミッ
トがく
りかえされてゆく
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こ
とに疑問
を感じている 。
結摘
を先に3え

ば、
サミッ
ト
同率
緩だが、
何年それ
を聞く

のは、
あぼりに
も仰
レくな

りすぎている

ので、
．
．

 

山中に一
山地がよい
のではない
かとい

孟等ある
。

それは 、
なぜ

であろう
か
。

払は 、
す
でに述べ
たように、
サミッ
ト
の

必践を認めることにやぶさ
かではないが 、

まず合一
に、
それが
ι年

は叩小

行羽化レ
た

ために、
事前
の
削仰

や川内が火

山Pくな
りす

NUていて
二」
うレ
たプロ
セス
では、
い
叫詰

以

外

大

教

慢

大きい国際協調の役割

い各国
の
口僚出閣
の
役制
が
主
導
的に
怠
る
半

面 、
サミッ
ト
の場
では、
各
凶パ脳
のスタン

ド・
プレイが目立
ちはじめてきている
から

である。
今回
のサミッ
ト

では、
重己にレー

ガン

大統制はキ

両役者
であっ
たが、
それは

ともかく 、
間際環
境そ
冷
静
に
考
えて
み
る

と 、
M俸はど
之

内か多すぎとい

う柏愉
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になる
。
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o持てる国同士の宴。に

飢一
には、
こ
のよ
うな
か
た幻
で両
側光地

同だ
けが献酬な政的ショ
ウ
をh年補ずるこ

とが 、
サミッ
ト

応。加
M同に
たいし
て、
刺

川酬が
姐
すぎる
のでは芯い
かとい

う照念であ

る
。県凶

対闘
の
拭必や米ソ
聞
の際

世紐和
を

う
たい江がら 、
法に、

山内聞
の

鴨川明塗械化

告せることにもなりかねない
。また 、
円ぷ

以外
のγクア
訓川や
前 ．－
川刊凶打
のちく
の凶々

中
嶋
嶺

雄

時

開

にとっ
ては 、
結刷 、
e持

てる将M士
の寝e

とし
か映じない
のではない
かとい

う附阻も

ある。部三
には、

州側先泌凶行脳会構といいな

が
らも 、
それ

が出際には、
両

側聞凶
の輯柿

的・
政治的な
力雌

を忠裂に反映し
てい
ると

はいえないこと
である。
こ
の点
では、
カナ

ダが加わっ
ている
のなら 、
耐半疎
の代出と

し
τオーストラリア
も当一然加わるべ
き
であ

ろう
。妻 、

外訴側部といっ
た

室副

にするならば、
いま
主回開は 、
西ドイツ 、

日本 、
アメリカに次ぐ
世
山計
四
位
のe
山内
力

芦
な
の
である
。

もとより 、
台
間
か加入
できる現
実的可能

性はない回れ
ど 、
アメリカと
の

賞品協同備
の

削固にし
ても、
日本
の山中が年間約四百俄

米d
に舛っ
ているば
か
りか、
台
間
の
府営も

サミットは2年に1回がよい　産経新聞-1985.05.16




